
F　w　四　昭昭

第三十六巻　　第六珊
　　　　　　第四百十六號

　　　昭和二十八年五月二十日螢行

田
董
三
羅

二
親
…
哲
學
の
論
…
理
形
能
心
（
完
）
・
：
：
：
：
：
：
・
梶
　
山
　
雄

コ
ー
ヘ
レ
ス
に
む
け
る
智
慧
：
：
：
：
：
：
：
膚
一
三
鱒
川
↓
A
郎

京都大畢文學部内
　京都哲學會



k

京
都
哲
駆
馳
規
約

一
、
本
曾
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
岡
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る

一、

閧
ﾌ
鶴
酌
の
た
め
に
次
の
寮
業
を
一
官
う

8
　
毎
月
一
同
研
究
膚
を
間
く

闇U

@
毎
年
公
開
講
演
曾
を
潴
く

日
　
毎
邦
一
悶
「
誓
學
併
究
」
を
焚
行
ず
る

一
、
本
｛
輝
門
の
琳
・
業
を
瓶
逐
｛
嘗
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く
、

萎
員
は
京
都
大
畢
哲
學
科
藪
　
官
一
及
び
委
員
會
［
に
お
い
て
推
薦

し
た
者
に
委
囑
す
る

一、

{
命
隅
は
命
鳳
員
郭
職
織
と
し
、
禽
H
員
に
は
恐
只
格
の
制
照
μ
を
勢
臥
け

な
い
、
墨
校
・
隅
霧
館
・
典
他
の
圃
凹
礁
は
…
幽
竸
の
名
を
以
て
入

乱
す
る
こ
と
も
で
壷
る

一、

�
�
ﾍ
工
費
と
し
て
年
八
四
〇
躍
、
叉
は
牛
年
四
二
〇
翻

を
前
納
す
る

一
、
會
属
域
は
會
批
剛
の
睨
壷
弗
を
受
け
、
禽
踊
琳
鱒
に
鞭
描
無
口
す
る
諸
耗
稗
の

行
事
に
繊
喫
す
る
こ
と
が
で
選
る

一
、
本
會
は
鵬
務
所
を
京
都
大
學
文
難
都
内
に
お
く

嘱、

{
愈
規
約
の
改
正
難
更
は
委
員
愈
樋
の
決
議
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員
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に
不
成
で
あ
る
か
、
直
接
的
に
不
成
終
あ
る
か
の
擦
違
で
あ
る
。
　
一
般
に
は
所
依
は
有
法
と
同
義
と
し
て
用
ひ
ら
れ
て
る
る
。

詫
3
　
親
誓
が
翰
論
廣
硫
に
於
て
臨
説
し
て
み
る
（
P
山
O
こ
9
画
一
H
O
麟
θ
）
厨
に
よ
れ
ば
、
安
野
（
ω
簿
回
一
周
ρ
μ
⇒
ρ
唖
…
）
は
率
難
細
論
に
於
て
、
至
難
の
他
賜
生

　
　
否
獲
の
錦
工
の
論
式
を
困
想
違
で
あ
る
と
非
難
し
た
。
大
要
は
、
「
謎
馨
家
（
滞
…
欝
）
の
闘
の
絹
は
矛
盾
し
て
み
る
。
何
と
な
れ
ば
眼
馨
の
諸
内
慮
の

　
　
織
た
る
粥
鯛
袖
川
蝶
を
靴
俗
…
的
に
朝
鱒
め
な
が
ら
、
こ
ン
に
勝
幣
歌
∬
閨
に
鞠
粥
佃
荊
勲
記
離
V
は
懸
鴨
た
ら
ず
、
葡
旧
な
る
赦
に
、
覇
不
等
の
如
’
し
、
と
臨
繭
式
を
嶽
匿
成
」
ア
る
一
か

　
　
そ
の
曜
に
は
勝
隔
靴
的
に
壷
ボ
螺
は
内
隠
の
軸
豚
で
た
い
と
証
ハ
に
、
そ
劇
は
壁
俗
的
に
も
内
評
拠
の
曲
諒
で
は
た
い
。
そ
れ
と
一
班
…
糠
に
、
翔
刺
驚
縞
難
竜
亦
世
俗
的

　
　
に
も
廓
内
慮
の
軸
豚
で
は
訊
な
い
こ
と
に
な
る
。
さ
れ
ば
照
四
の
、
罪
な
る
も
の
、
と
い
ふ
こ
と
は
、
潟
覗
刺
慾
唐
臼
は
世
俗
…
に
於
て
諸
繊
麗
の
線
な
ら
ず
、
と

　
　
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
他
で
竜
あ
り
、
諸
衆
慮
の
線
で
も
あ
る
と
一
げ
て
右
法
と
し
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
で
は
な
い
か
」
此
の
論
駁
は

　
　
瓢
属
ポ
訟
）
鴛
島
の
ヨ
轟
♂
で
あ
る
。
顧
組
違
と
し
て
非
難
し
て
み
る
が
、
諸
内
定
を
漁
法
と
し
た
こ
と
を
難
じ
て
み
る
か
ら
、
顕
然
霞
不
成
の
難
で
も
あ

　
　
る
。
槻
靴
瞬
は
詳
㍊
に
安
懸
を
再
批
例
し
て
る
る
が
、
今
は
直
略
す
る
。
冗
曲
戴
蕗
三
十
絵
・
胃
黒
十
七
・
、
摩
照
。
但
し
溝
照
は
甚
だ
不
明
瞭
で
あ
る
。

　
　
安
慧
が
済
…
欝
の
燈
．
瀬
を
批
興
し
て
る
る
こ
と
は
、
從
旅
清
辮
が
安
鎮
を
織
曝
し
た
と
指
摘
せ
ら
れ
て
來
た
こ
と
に
比
較
し
て
十
分
に
吟
味
さ
れ
た
く
－

　
　
て
は
な
ら
な
い
。
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（
筆
者
　
京
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大
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丈
科
羅
研
窺
所
h
佛
敏
攣
〕
囑
託
）
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輪
購
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形
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（
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累日號

獲
生
曲
見
地
よ
り
見
夜
る
鑑
隅
鴨
：
．

親
伽
難
の
閃
題

　
－
郷
脇
魁
数
果
の
海
｛
緊
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醐
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形
囎
心
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會

告

　
、
本
脅
は
閣
員
組
織
と
し
會
員
に
は
賛
絡
の
制
限
を
設
け
ま

　
せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
郭
市
左
京
臓
m
中
構
浦
町
弘
文

堂
内
浦
県
鷲
脚
新
醤
界
学
帝
M
係
…
苑
に
規
珈
鵬
の
命
儲
沸
倶
（
〃
牛
八
圃
一
〇
蜘
悶
胃
入
は

牟
雌
四
頴
○
圓
〉
を
お
漁
岬
込
下
さ
い

「
振
牌
口
惣
盗
暴
都
醐
九
訴
幽
五
占
ハ
辮
蕃
　
山
県
…
褐
舩
国
墨
丁
命
瞬
」

一
、
會
痴
倣
切
れ
の
場
A
君
け
甲
婚
罫
に
「
晶
剛
A
W
棚
刀
」
の
印
キ
一
捺
し
ま

す
か
ら
笹
ち
に
御
挑
込
下
さ
い
、
雇
分
（
久
は
弗
礁
分
）

禽
袈
は
源
則
と
、
し
て
本
髄
㎜
工
丁
二
澱
（
久
は
｛
ハ
冊
…
〉
　
の
逡
附
泌
門

を
以
て
晶
囲
ム
瓢
翻
れ
と
し
、
国
費
の
押
製
一
災
北
ハ
他
の
事
晶
柵
に
よ
る

渤
不
足
は
一
年
（
反
は
牟
疏
ψ
毎
に
鷲
算
し
ま
す

「
、
禽
襯
奴
の
降
居
入
M
導
通
樋
蝶
（
編
集
尊
濡
回
以
外
の
一
切
）
の
寧
務

は
弘
丈
堂
内
寮
都
哲
學
曾
係
へ
御
樋
知
下
さ
い

一
、
本
融
㈹
の
編
脳
集
に
閲
開
す
る
　
麹
僧
∵
荊
刊
磐
・
癖
可
邑
楽
勉
鱒
奪
は
本

塁
宛
に
お
祭
り
下
さ
い
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昭
瀦
邪
二
十
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八
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十
M
九
門
口
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礁
咽

酬
㎎
翻
酬
二
み
一
”
八
年
一
九
月
一
一
十
一
贈
回
脚
蟹
粁
μ

　
　
　
　
編
集
人
　
　
　
京

嚢
行
人

印
刷
人

印
剛
所

褒
行
所

右

三代　京
　　　京

・変都
村
　　　攣哲

　　　摩學

　　　部
勉　内會

酒

井

明

聚
京
都
千
代
田
和
絹
酸
河
飛
四
ノ
阻

伊
　
　
藤
　
　
久
　
　
麻

京
都
三
田
巾
齎
浦
町
郷
○

弘
文
堂
印
欄
部

京
郷
輩
田
中
豊
浦
町
四
〇
、

會株

講式

素弘

奮
奮文
満
山堂

　
　
　
註
文
規
定

一、

ﾗ
阿
織
ハ
以
外
の
購
紬
鰍
者
の
御
註
女
及
び
停
止
に
麟
…
す
る
件
は

「
弘
由
久
厳
」
へ
蜘
御
串
込
下
－
さ
い

一
、
本
誌
の
御
　
註
喪
は
す
，
へ
て
代
金
郵
穐
此
ハ
（
一
部
、
完
徴
七

十
暇
捌
。
郵
穐
八
達
）
墨
金
に
て
お
邊
り
下
さ
い

層
、
特
に
謂
求
終
及
び
八
開
書
等
を
要
す
る
場
合
は
郵
雰
八
蹴

を
お
邊
り
下
さ
い
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